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　ヒトを対象とする医学系研究の倫理指針、ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理指針、ToMMoセキュリティポリシーを遵守
して研究を遂行します。
　JGA に登録した情報は、日本人のゲノム研究の基盤として、医療分野で活用するため、JGA を介して外部の研究者
に提供いたします。

東北メディカル・メガバンク事業

山本　雅之 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

　東北メディカル・メガバンク事業は、大規模ゲノムコホート研究を行うことにより、地域医療の復興に貢献し、創薬研究
や個別化医療等の次世代医療体制の構築を目指しています。これまで、4,000人を超える参加者の全ゲノムシークエン
ス解析を行い、日本人の遺伝的多様性をカタログ化したデータセットを作成してきました。本データセットは、より低コス
トで日本人のゲノム解析を行うことが可能な「ジャポニカアレイ」と呼ばれる手法の設計と、同手法のデータ解析におけ
る統計的情報解析に活用されています。一方、日本人を対象とした全ゲノムシークエンス解析は、他の研究機関にお
いても一定規模のゲノム解析が実施されています。本研究では、これらのデータを統合することで、さらに大規模で高
精度な日本人ゲノムデータベースの構築し、統計的ゲノム情報解析精度の向上、疾患リスク予測の精度を向上、さらに
日本人のゲノム研究の基盤を提供することを目指します。

　当機構の高度なセキュリティーを担保したスーパーコンピュータに、JGA サテライトサーバー（注1）を設置します。この
JGA サテライトサーバーに、当機構のコホート調査に参加された方の全ゲノムシークエンスデータと年齢のみを匿名化
した状態で登録します。JGA サテライトサーバーでは、皆様のデータを、他の研究機関の日本人の全ゲノムシークエン
スデータと統合して解析します。

注 1) 公的なヒトゲノムのアクセス制限データベースです。国立研究開発法人科学技術振興機構が所管するバイオサイ
エンスデータベースセンター(NBDC)が運営しています。ヒトの個人レベルの遺伝学的なデータと匿名化された疾患既往
歴など表現型情報を、厳格なプロトコールに従い，情報を管理，格納，提供しています。NBDCヒトデータ審査委員会で
承認された利用者のみ利用できます。

　日本国内の各機関で取得された全ゲノムシークエンスデータを集約し、より大規模な日本人全ゲノム参照パネルを構
築することは、日本人を対象としたSNPアレイ解析の遺伝子型判定精度の向上に寄与すると考えられます。また、日本
人のゲノム研究の基盤として、疾患研究へ活用が期待されます。

2019年1月　東北メディカル・メガバンク機構倫理委員会承認（2018-4-084）

平成31年1月31日

試料・情報利用研究計画書（概要）

試料：なし
情報：全ゲノムシークエンス情報、年齢（約5,000人）

東北大学東北メディカル・メガバンク機構 -

日本人全ゲノムデータベースの構築 2019年1月～2022年3月


